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が commontrunk of the anterior artery，また





























第7回 中国四国脳神経外科談話会抄録 193 
fron to basalおよび interhemisphericapproach 
の併用による場合の各々の長所欠点について述べ，諸
兄の御教示をあおいだ．



























4. Persistens primitive cervical seg-




























































































































































































































































































































Bleomycin 5略， MDS30略， Decadronlmg total 
























H に3例（25°け LH,FSH, TSHに各1例（8%) 
に分泌障も’が認められるのみで下本体的能障害は殆ん
どないと考えられる．












The Harvey Cushing Society (The 





演者は HarveyCushing Society により招待さ
れ，その 43rdAnnual Meeting (1975, 4, 6-10，マ
イアミピーチにて）において， Speciallecture ・ 
Treatment of malignant brain tumors by diffe-
rential hypothemia，および Breakfastseminarの
パネリストとして， Cerebrovasculardisease ][ , 
Moyamoya diseaseの講演を行なう機会lて恵まれた
ので，この学会の印象などにつき報告した．
学会は RichardC. Schneider会長の下に Hotel
Americanaで行なわれ，学術発表ば4日間（ただし
最終日は午前中のみであるため実質は3日半）に及ん
だ.Breakfast seminarは毎朝7時30分まで，脳神
経外科及びその関連領野の最近のトピックス9テーマ
づっ計36テーマにつき，各3～5人づつのパネリスト
が参加してはなわれ，聴講者が多く，WMに充実してい
るという印匁を受けた．また特別講演は10題，一般演
題は98題で， 2会場に分けて発表が行なわれた．
これらの演題のうちから， 1. 脊髄J員傷におけるモ
ノアミン類の変動，とくに Osterholm説とその反論
について， 2. 慢性植込み電極による小脳皮質刺激，
198 日・外・宝第45巻第2号（昭和51年3月）
とくにてんかんと不随意運動・ spasticity k対する
臨床的評価について， 3.脳組織の hydrodissection,
すなわち脳組織と脳血管組織の抵抗の著明な差を利用
した， waterjet による脳組織切隊法の特長につい
て， 4.computerized tomographyの種荷な応用法
および EMI-scannerと ACTA-scannerの比較，
などの興味ある数越を選んで紹介した．
